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計画作成年度 令和５年度 

計画主体 箕輪町 

 
 
 
 
 

箕輪町鳥獣被害防止計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

担当部署名 箕輪町役場 みどりの戦略課 森ビジョン推進係・農業振興係 

所在地    長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪１０２９８番地 

電話番号   ０２６５－７９－３１７０ 

FAX 番号   ０２６５－７９－０２３０ 

メールアドレス midori@town.minowa.ｌｇ.jp 
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１ 対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 大型獣（イノシシ、ニホンジカ、ツキノワグマ、カモシカ、

ニホンザル）、小型獣（ハクビシン、キツネ、タヌキ、アナ

グマ）、鳥類（カラス、ハト、ムクドリ） 

計画期間 令和６年度～令和８年度 

対象地域 箕輪町全域 
(注) １ 計画は３年程度とする。 

     ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成するすべての市町村名を記入する。 

 

 

２ 鳥獣による農林水産業に係わる被害防止に関する基本的な方針 

(１) 被害の現状（令和４年度） 

鳥獣の種類 被害の現状（括弧内：令和５年度目標値） 

品目 面積（ha） 金額(千円) 

ニホンジカ 稲、果樹、野菜 ０．５４（０．３０） ５５５（１，１９０） 

イノシシ － ０．００（１．７０） ０（５０） 

クマ 飼料作物 ０．１８（０．００） ７４（０） 

カモシカ  ０．００（０．００） ０（０） 

ハクビシン 果樹、雑穀、野菜、いも類 ０．３３（０．６０） ７７１（１，１８１） 

キツネ  ０．００（０．００） ０（０） 

タヌキ  ０．００（０．００） ０（０） 

アナグマ  ０．００（０．００） ０（０） 

スズメ 稲 ０．１０（０．００） ０．２（０） 

ヒヨドリ 果樹 ０．０８（０．００） ４５（０） 

カラス 豆類、雑穀、果樹、野菜 ２．４１（１．１０） ４，７６６（２，４２２） 

ハト 豆類 ０．００１（０．２０） ０．１（６９） 

ムクドリ 果樹 ０．３０（０．１０） ３０６（４７１） 

合計  ３．９４（４．００） ６，５１７（５，３８３） 
(注)  主な被害鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、水産業に係わる被害は除く。） 

等を記入する。 

 

(２) 被害の傾向 

(注) １ 近年の被害傾向（生息状況、被害発生時期、被害の発生場所、被害地域の増減傾向）等について記入する。 

２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。 

野生鳥獣による被害は、防護柵の設置等により年々減少している。獣類は竜東

地区においてはニホンジカの被害が春から秋にかけて多く発生している。また、

７月から８月のスイートコーンの収穫時期にハクビシンによる被害が多く発生

している。鳥類においては、全町域においてカラスにより果樹のほか豆類の播

種期の時期に被害が出ており、カラスの被害が増加傾向にある。 

イノシシは、豚熱の影響により生息頭数の減少がみられたが、令和５年度は捕

獲頭数が大きく増加しており、今後の被害増加が懸念される。 



－3－ 
 

(３) 被害の軽減目標 

  カラス以外については、被害が減少傾向であるため、目標値を令和４年度被害実績の

３０～１００％減とする。カラスについては、年度により被害の増減が大きく増加傾向に

あるが、カラス檻の設置等の対策を講じ１０％減とする。 

   

(注) １ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目標値を記入する。 

２ 複数の目標として設定することも可能 

 

(４) 従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に関

する取組 

鳥獣被害対策実施隊によるわ

な、檻の設置による捕獲、定期

的な鳥類個体調整 

隊員の高齢化、人員不足 

残渣処分場の確保 

捕獲効率の向上 

見回りの負担増 

捕獲(駆除)奨励金の交付 物価上昇や経費増に対し、財政

的な補填として補助金等の活用

が必要 

防護柵設置

等に関する

取組 

自衛的に圃場への防護ネット、

電気柵設置 

農家ごとの対応のため、防除効果

局所的 

交付金を活用した防護柵の設置 柵の未設置箇所より獣が侵入 

防護柵の維持管理 

生息環境管

理その他の

取組 

緩衝帯の設置 地域住民の高齢化により間伐、下

草刈り等の管理が不十分 

放任果樹の除去 空き家の増加、住民の高齢化に

より管理が不十分 

住民への意識啓発 広報誌等により行っているが、認

知度が低い 
(注)  １ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課題について記入する。 

    ２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の導入、捕獲鳥獣の処理方法等について

記入する。 

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・管理、追上げ・追払い活動等について記

指標 
現状値(令和４年度) 目標値(令和８年度) 

面積（ha） 金額(千円) 面積（ha） 金額(千円) R4 比 

ニホンジカ ０．５４ ５５５ ０．３８  ３８９  70% 

イノシシ ０．００ ０ ０．００   ０  － 

クマ ０．１８ ７４ ０．１３  ５２  70% 

ハクビシン ０．３３  ７７１ ０．２３  ５４０  70% 

スズメ ０．１０  ０．２  ０．０５   ０．１  50% 

ヒヨドリ ０．０８ ４５ ０．０５  ３２  63% 

カラス ２．４１  ４，７６６ ２．１７  ４，２８９  90% 

ハト ０．００１   ０．１ ０．００   ０  皆減 

ムクドリ ０．３０  ３０６ ０．２１  ２１４  70% 

合計 ３．９４ ６，５１７  ３．２２  ５，５１６  84.6% 
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入する。 

４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果樹の除去、鳥獣の習性、被害防止技術等

に関する知識の普及等について記入する。 

 
 

（５）今後の取り組み方針 

個々での対策では効果が乏しいと考えられるため、地域ごとの防止対策が望

ましい。地形的な条件もあるので、それぞれの地域で合意の出来る方法で防止

対策を検討、実施する。既に一体的に防護柵等整備されている地域においては、

柵の適切な管理について引き続き進めていく。公道等防護柵が設置できない箇

所においては、圃場ごとに防護ネット等による被害防止策を講ずることが望ま

しい。カラス等鳥類については、実施隊の銃器による定期的な個体数調整を引

き続き実施するとともに、被害が増加傾向にあることから、以前設置したカラ

ス檻を再整備し稼働させる。 

また、シカ等の大型獣類については、実施隊による年間を通じての捕獲計画

の下、わな、檻、銃器により個体数調整を実施していく。ハクビシン等小型獣

は、防護ネットや電気柵の設置等自己防衛について適切な情報提供をしていく

とともに、実施隊による捕獲檻設置等の対策を進めていく。 

このほか被害箇所にセンサーカメラを設置し、対象獣を特定して効率的な被

害防止策を講じていく。 

山林においては間伐や下草刈りを行うこと、集落においては、緩衝帯の整備

や誘因物の除去を推進し野生鳥獣が里へ出没しにくい環境を作ることを所有者

等に啓発する。また、農家や山林所有者のみならず地域の地域住民の鳥獣対策

について理解が得られるよう啓発をはじめ情報等提供していく。 
 （注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標を達成するために必要な被害防止対策

の取組方針について記入する。（ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策の推進に資

する技術の活用方針を含む。）。 

 

 

３ 対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１） 対象鳥獣の捕獲体制 

鳥獣被害対策実施隊を組織し、必要な講習を受講した町猟友会員を対象鳥獣

捕獲員に任命して、対象鳥獣の捕獲を実施する。捕獲員は、実施隊の設置に関

する条例に基づき、鳥獣の個体数調整、駆除及び捕獲に関する事項と、鳥獣に

よる被害防止対策に関する事項について、隊長の招集に応じてその職務にあた

る。 
(注)  １ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者等の外部団体への委託、わなの見回

り補助等による捕獲者のサポート等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者のそれ

ぞれの取組内容や役割について記入する。 

   ２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資料があれば添付する。 

   ３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフル銃を所持させ

る必要がある場合には、そのことについて記入する。 
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（２） その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取り組み内容 

令和６年度 

大型獣、小型

獣、鳥類 

わな免許取得の推進(研修会等の実施) 

被害状況を鑑み、必要最小限の捕獲を実施 

捕獲(駆除)奨励金の交付  一斉捕獲の実施 

捕獲具（くくり罠や捕獲檻）の購入、設置 

猟友会員の勧誘、後方支援者の育成 

令和７年度 

大型獣、小型

獣、鳥類 

わな免許取得の推進(研修会等の実施) 

被害状況を鑑み、必要最小限の捕獲を実施 

捕獲(駆除)奨励金の交付  一斉捕獲の実施 

捕獲具（くくり罠や捕獲檻）の購入、設置 

猟友会員の勧誘、後方支援者の育成 

令和８年度 

大型獣、小型

獣、鳥類 

わな免許取得の推進(研修会等の実施) 

被害状況を鑑み、必要最小限の捕獲を実施 

捕獲(駆除)奨励金の交付  一斉捕獲の実施 

捕獲具（くくり罠や捕獲檻）の購入、設置 

猟友会員の勧誘、後方支援者の育成 

(注)  捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保について記入する。 

 

（３） 対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

ニホンジカは、生息域が拡大し生息数も増加傾向にあったが、一定の捕獲実績

により、生息頭数に大きな変動はないと推測している。主な捕獲手法はわなと

する。特定鳥獣保護管理実施年次計画で掲げた捕獲目標頭数を基本とし、捕獲

実績に合わせた捕獲数とする。 

イノシシは、豚熱の影響により生息数が減少したと考えられ、捕獲数も減少し

ていたが、令和５年度は大きく増加しており、特定鳥獣管理計画に基づき、被

害の発生状況による捕獲数とする。 

ツキノワグマは、特定鳥獣保護管理計画に基づいて、被害の発生状況による捕

獲数とする。小型獣及び鳥類は、被害発生状況と発生時期に応じ、生息状況に

影響のない捕獲数とする。 

(注)  近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況を踏まえ、捕獲計画数等の設定の考え方について記入する。 

 

対象鳥獣  
捕獲計画数等 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ニホンジカ ２５０頭 ２５０頭 ２５０頭 

イノシシ ２５頭 ２５頭 ２５頭 

ツキノワグマ 必要最小限 必要最小限 必要最小限 



－6－ 
 

カモシカ 必要最小限 必要最小限 必要最小限 

ニホンザル 必要数 必要数 必要数 

ハクビシン ３０匹 ３０匹 ３０匹 

キツネ ２０匹 ２０匹 ２０匹 

タヌキ ２０匹 ２０匹 ２０匹 

アナグマ １０匹 １０匹 １０匹 

カラス １００羽 １００羽 １００羽 

ハト（ドバト、キジバト） ２０羽 ２０羽 ２０羽 

ムクドリ ５羽 ５羽 ５羽 

 (注)  対象鳥獣の捕獲計画数、固体密度等を記入する。 

 

実績値（括弧内計画数） 

対象鳥獣  
捕獲数 

令和３年度 令和４年度 令和５年度（見込） 

ニホンジカ １８２頭（２５０頭） １７８頭（２５０頭） ２００頭（２５０頭） 

イノシシ ２頭（２０頭） ７頭（２０頭） ３０頭（２０頭） 

ツキノワグマ ０頭（必要最小限） １頭（必要最小限） ０頭（必要最小限） 

カモシカ ０頭（必要最小限） ０頭（必要最小限） ０頭（必要最小限） 

ニホンザル ０頭（－） ０頭（－） ０頭（－） 

ハクビシン ５匹（５０匹） ８匹（５０匹） ２０匹（５０匹） 

キツネ ２０匹（２０匹） ２０匹（２０匹） ２０匹（２０匹） 

タヌキ １７匹（２０匹） １４匹（２０匹） ２５匹（２０匹） 

アナグマ ３匹（２０匹） ７匹（２０匹） ５匹（２０匹） 

カラス ４４羽（１００羽） ４９羽（１００羽） ５０羽（１００羽） 

ハト（ドバト、キジバト） １５羽（２０羽） １８羽（２０羽） ２０羽（２０羽） 

ムクドリ ０羽（２０羽） ０羽（２０羽） ０羽（２０羽） 

 

捕獲等の取組内容 

ニホンジカ、イノシシは、春から秋にかけてわな（箱檻・くくりわな）による

捕獲を実施し、冬季は銃器による捕獲を実施する。ツキノワグマは、専用檻に

て捕獲を実施する。小型獣は、箱わなによる捕獲を実施する。鳥類は、銃器に

よる個体数調整を定期的（年６回程度）に捕獲を行う。また、カラス檻の設置

を進める。 
(注) １ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。 

２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。 

 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取り組み内容 
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大型獣による住民の生命、身体、財産の危機的状況にある場合、ライフル銃に

よる捕獲を可能とする。 
（注）  被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフル銃を所持させて捕獲等を行う場合には、

その必要性及び当該被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、捕獲の実施

予定時期、捕獲予定場所等について記入する。 

 

（４） 許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

なし  
(注) １ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委譲を希望する場合は、捕獲許可 

権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類を記入する。（鳥獣による農林水産業に係る被害防止のための 

特別措置に関する法律(平成１９年法律第１３４号。以下｢法｣という。)第４条３項）。 

２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する場合は、該当する全ての市町 

村名を記入する。 

 

 

４ 防護柵設置のその他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止策に関する事項 

（１） 侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ニホンジカ、イノシ

シ、ツキノワグマ 

電気柵 （L= 0m） 

防護柵 （L= 0m） 

電気柵 （L= 0m） 

防護柵 （L=1,000m） 

（北小河内区内） 

電気柵 (L=  0m) 

防護柵 (L=  0m) 

 

上記以外に防護柵の整備計画はありませんが、地域単位で設置に向けての合意形

成ができた場合には計画として変更追加します。 
(注) １ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。 

２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ニホンジカ 防護柵の定期的な見

回り、点検、補修 

防護柵の定期的な見

回り、点検、補修 

防護柵の定期的な見

回り、点検、補修 

（注） 侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記入する。 

 

 

５ 生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取り組み内容 

令和６年度 

大型獣 山林の除間伐及び緩衝帯の設置の推進 

遊休農地の解消 

緩衝帯整備講習の実施 

被害防止に関する啓発 

小型獣 被害防止に関する啓発 
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鳥類 果樹園等防鳥ネット設置 

カラス捕獲檻設置 

令和７年度 

大型獣 山林の除間伐及び緩衝帯の設置の推進 

遊休農地の解消 

緩衝帯整備講習の実施 

被害防止に関する啓発 

小型獣 被害防止に関する啓発 

鳥類 果樹園等防鳥ネット設置 

カラス檻の設置による捕獲 

令和８年度 

大型獣 山林の除間伐及び緩衝帯の設置の推進 

遊休農地の解消 

緩衝帯整備講習の実施 

被害防止に関する啓発 

小型獣 被害防止に関する啓発 

鳥類 

 

果樹園等防鳥ネット設置 

カラス檻の設置による捕獲 
(注)  緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する知識の普及等について記入する。 

 

 
６ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれが

ある場合の対処に関する事項 

（１） 関係機関等の役割 

構成機関の名称 役 割 

箕輪町 防止対策に対する助成、事務局 

箕輪町猟友会 被害状況の把握、捕獲従事者 

箕輪町農業委員会 荒廃農地の把握、解消 

上伊那農業協同組合 被害状況の収集 

上伊那森林組合 除間伐の実施 

箕輪町議会 現状把握、予算承認 

地域営農組合 被害状況の把握、荒廃地の解消 

箕輪町区長会 被害状況の把握、地域住民への啓発 

下草刈りの実施 

長野県農業共済組合 被害状況の把握、共済加入 

上伊那地域振興局林務課 被害防止対策に関する指導、助言 

上伊那農業農村支援センター 鳥獣防止対策の技術的指導 

日本野鳥の会伊那谷支部 個体数の把握、助言 

信州大学農学部野生動物対策センター 被害防止対策に関する指導、助言 

(注) １ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、猟友会等の名称を記入する。 

２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 

３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる恐れがある場合の対処に 

関して、規程等を作成している場合は添付する。 
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（２） 緊急時の連絡体制 

 

 (注)  緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により記入する。 

 

 

７ 捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

捕獲した鳥獣の残渣は、埋設場への埋設、もしくは捕獲した現場にて埋設をす

る。 

(注)  適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をした鳥獣の処理方法について記入する。  

 

 

８ 捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利用に関

する事項 

食品 近隣に受入れ先がなく、採算に見合わないと考えられ

るので取組みの計画はない。 

受入れ先がある場合はこれに限らない。 

ペットフード 近隣に受入れ先がなく、採算に見合わないと考えられ

るので取組みの計画はない。 

受入れ先がある場合はこれに限らない。 

皮革 近隣に受入れ先がないため取組みの計画はないが、

箕輪町 みどりの戦略課 
     農業振興係 
     森ビジョン推進係 

上伊那地域振興局 
 林務課 林務係 

近隣市町村 
（伊那市・辰野町・南箕輪村） 

上伊那農業農村支援センター 
 農業農村振興課 

長野県林務部 
鳥獣対策室 

箕輪町鳥獣被害対策実施隊 

伊那警察署 

箕輪町教育委員会 

箕輪町子ども未来課 

各小中学校 

各保育園 
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受入れ先がある場合はこれに限らない。 

その他 

（油脂、骨製品、角製品、

動物園等でのと体給餌、

学術研究等） 

近隣に受入れ先がないため取組みの計画はないが、

受入れ先がある場合はこれに限らない。 

（注） 利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。 

 
（２）処理加工施設の取組 

計画なし 

 
（注） 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品等としての安全性の確保に関する

取組等について記入する。 

 
（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

猟友会員、地域おこし協力隊員等と捕獲鳥獣の有効活用について連携した取組み

ができるか検討を進める。 

 
（注） 処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の知識を有する者の育成の取組等に

ついて記入する。 

 

 

９ 被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１） 協議会に関する事項 

協議会の名称 箕輪町野生鳥獣対策協議会 
構成機関の名称 役割 

箕輪町 防止対策に対する助成、事務局 
箕輪町猟友会 被害状況の把握、捕獲従事者 
箕輪町農業委員会 荒廃農地の把握、解消 
上伊那農業協同組合 被害状況の収集 
上伊那森林組合 除間伐の実施 
箕輪町議会 現状把握、予算承認 
地域営農組合 被害状況の把握、荒廃地の解消 
箕輪町区長会 被害状況の把握、地域住民への啓発 

下草刈りの実施 
長野県農業共済組合 被害状況の把握、共済加入 
上伊那農業農村支援センター 鳥獣防止対策の技術的指導 
日本野鳥の会伊那谷支部 個体数の把握、助言 

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記入するとともに、構成機関欄 
には、当該協議会を構成する関係機関等の名称を記入する。 
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   ２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。 
 
（２） 関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 
上伊那鳥獣被害対策協議会 広域での防止対策と実施隊による有害鳥獣駆除 
上伊那野生鳥獣被害対策チーム 獣害防止技術の啓蒙普及・広域情報等の提供 

被害防止対策への支援・許可申請関係 
信州大学農学部野生動物対策センタ－ 獣害防止対策に関する指導、助言 

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入する。 
   ２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 
   ３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等があれば添付する。 
 
（３） 鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

箕輪町鳥獣被害対策実施隊 
 規模 ４３名 （令和５年１２月１日現在） 
 構成 町職員、箕輪町猟友会員、その他町長が必要と認めるもの 
 内容 鳥獣の個体数調整、駆除及び捕獲、被害防止対策 

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認める場合は、その設置に関し 
て設置に向けた基本的な方針や検討の状況、設置予定時期等について記入する。 

   ２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、鳥獣被害対策実施隊が行う被害防止施策、その規模、構

成、農林漁業者や農林漁業団体職員、地域住民等の多様な人材の活用策等を記入するとともに、実施

体制がわかる体制図等があれば添付する。 
 

（４） その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

なし 

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止施策の実施体制に関する事項（地

域の被害対策を企画・立案する者の育成・確保や現場で対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害

対策に関する人材育成の取組を含む。）について記入する。 

 

 

10 その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

・広域連携対策 

  被害防止対策の実施にあたり隣接市町村との連携を図り、必要により広域的 

 な施策等を講じることで、より効果的な被害防止に努めることとする。 

 
（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の実施に関し必要な事項について記

入する。  



 

防護柵（スチールフェンス）一覧（赤線部分） 

① H20 農山漁村活性化プロジェクト支援事業 H=2.1m  L=1,089.8m 

② H22 農山漁村活性化プロジェクト支援事業 H=1.9m  L=1,421.6m 

③ H23 鳥獣被害防止総合支援事業 H=2.0m  L=1,121m 

④ H25 鳥獣被害防止総合支援事業 H=1.8m  L=3,436m 

⑤ H25 鳥獣被害防止総合支援事業 H=1.8m  L=3,139m 

（凡例） 
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鳥獣防護柵 

整備予定箇所 


